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　１１月２２日、関

東高等学校駅伝競走

大会が、佐野市運動

公園陸上競技場を発

着・中継点とし、そ

の周辺コースで開催

されました。

　７区間４２．１９５

キロで争われた男子

では、佐野日大高校

が２時間８分２８秒で６位に入賞。佐野日大高校

は同じコースで開催された県大会では３位でした

が、この大会ではその日の記録を１分３２秒更新。

北関東地区に与えられる特別枠を勝ち取り、２年

連続１５度目となる都大路（京都市での全国大会）

への出場を決めました。

　植松主将は「県大会での悔しさをバネに今大会

に臨み、最高の結果を出せて嬉しい。全国大会で

もチーム一丸となって全力を尽くしたい」と、力

強く話していました。

　１１月２３日、葛の里壱番館で第１６回となる

｢葛生ワンダーランド｣ が開催されました。

　会場では、三陸のホタテなどが販売されたほか、

吉澤記念美術館で展示された伊藤若冲の《菜蟲譜》

にちなみ、《菜蟲譜》に描かれた野菜やキノコで作

られた ｢菜蟲譜なべ｣ がふるまわれました。

　大根、人参、白菜など多くの野菜とキノコが入っ

た暖かく素朴な鍋を、来場した方はおいしそうに

いただいていました。

市制１０周年記念
第１０回
さのマラソン大会

　１２月７日、第

４回目となる「唐

沢山城跡むかで

（ゴミ）退治」が、

唐沢山周辺の８町

会 ( 奈良渕町、田

之入町、富士町上・

富士町下、大栗町、

韮川町、栃本上町・

栃本下町 ) の呼びかけにより行われ、約５８０人

ものボランティアが集まりました。参加者は国指

定史跡である｢唐沢山城跡｣を綺麗にするため、栃

本町・富士町・奈良渕町の３つの道に分かれて、

ムカデに見立てたごみを拾い集めました。

　集められたごみは可燃ごみが約１，１８０キロ、

不燃ごみが３，８６０キロ、粗大ごみとして、タイ

ヤ４３本、テレビ７台、冷蔵

庫１台など。道の脇に捨てら

れたごみをクレーンなどを使

いながら拾い上げました。

唐沢山城跡むかで（ゴミ）退治 関東高等学校駅伝競走大会

　１２月１４日に開催され、運動公園陸上競技場

をスタート・ゴールとして、フルマラソン・５キ

ロ・２キロの３コースで実施され、市内外からの

３，３００人を超えるランナーが佐野路を走りま

した。

　今年も多くのボランティアスタッフにご協力い

ただいただけでなく、沿道での応援や交通規制な

ど、市民の皆さんのご協力を得て、無事終了しま

した。ありがとうございました。

第１６回「葛生ワンダーランド」
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　あそ商工会青年部さんの恒例のイベント職業体

験「あそキッズ」が開催されました。青年部では「さ

まざまな職業があることを子どたちに伝えていき

たい」という思いから毎年開催しているそうです。

　５年目を迎えた今回は、約２４０人の子どもた

ちが、大工さん・クロス屋さん・ネイリスト・パティ

シエなど１２の職業の中から、自分で選び、直接

プロの方から指導を受けながら体験しました。

　大工さんに挑戦した男の子は「高い所はちょっ

と怖かったけれど、だんだんと家の形になってい

くのがおもしろかった」。パティシエを選んだ女

の子は「一人で作ったことがないので申し込みま

した。とてもおいしく出来たので、家でも作って

みたい」と話していました。どの子どもたちもみ

んな、初めは難しそうにしていましたが、徐々に

慣れて、とても楽しそうに仕事に励んでいました。

　子どもたちにとって、実際の職業を体験するこ

とができて、将来の夢を考える１日となったよう

です。（市民記者　山口万里子）

福島恒久・戸倉英雄作品展
　１１月２９日から２週間、佐野市市民ギャラリーで、福島恒久・戸

倉英雄 作品展「フレスコ画から日本画まで」が開催されました。

　４年前から田沼在住の福島さんと京都から通っている戸倉さんは東

京藝術大学大学院の同級生で、さまざまな分野の人が集える天目塾を

主宰しています。

　フレスコ画は、画面に塗った漆喰がフレスコ（新鮮）つまり生乾きの

状態の時、水または石灰水で溶いた顔料で描く技法です。石灰を使うので葛生と縁があるのも納得です。

　お二人は栃木県石灰工業協同組合の主導のもと、平成１８年から佐野市立葛生伝承館の西側壁面に巨

大なフレスコ画を制作中で、制作途中の壁画をご覧になった方もたくさんいらっしゃるかと思います。

完成は平成３２年頃の予定とのことで、約１５年もかかるというから驚きです。佐野にもガウディのよ

うに長い年月をかけた建物（壁画）が出来あがるのかと思うと完成がとても楽しみです。 

　完成のあかつきには、佐野の名所の一つとして市立吉澤記念美術館の「菜虫譜」と共に大勢の方々が見

に来てくださることでしょう。（市民記者　永倉文子）

　工期がすこし延期になったそうですが、地下１

階・地上７階・延べ約２０，４００㎡の新庁舎が

今年（平成２７年）完成します。

　間近でみた躯体工事の規模や大型クレーンなど

重機の大きさに驚いていましたが、いつの間にか

７階までの鉄骨が組みあがり、新年早々にも外装

工事に入るそうです。

　新庁舎にはバリアフリーでユニバーサルデザイ

ンが採用され、免震構造が取り入れられたほか、

雨水利用やソーラーシステムが取り入れられま

す。庁舎内には市民が多目的に利用できる（仮称）

市民活動スペースや、人・光・風が行き交う通り

庭が設けられるほか、屋外にはイベントなども行

える広場が作られるそうです。

　遠くからでも見えるようになった外観を眺めな

がら、内装の進み具合を想像するとワクワクして

きます。庁舎の完成がいまから楽しみです。

（市民記者　田島広子）
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戸倉英雄さん（左）と福島恒久さん（右）


